　星のカレンダー
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

星座の１年間の動きを調べよう
1年間と星座といえば星占い

	星座
	誕生日
	星座
	誕生日

	おひつじ座
	3／21～4／19
	てんびん座
	9／23～10／23

	おうし座
	4／20～5／20
	さそり座
	10／24～11／22

	ふたご座
	5／21～6／21
	いて座
	11／23～12／21

	かに座
	6／22～7／22
	やぎ座
	12／22～1／19

	しし座
	7／23～8／22
	みずがめ座
	1／20～2／18

	おとめ座
	8／23～9／22
	うお座
	2／19～3／20


· 右の表は12星座星占いの表である。
· 私の誕生日は（　　月　　日）

· 私は（　　　　　　）座です。
○星占いの星座になぜ有名なオリオン座がないのだろう。カシオペヤ座は？これは星座にレギュラーや補欠があるのか？
なぜこれらの星座が星占いに選ばれたのだろう

· 自分の誕生日の，夜中12時に，自分の星占いの星座は見えるか　→　（　見える　・　見えない　）
· 自分の誕生日の，真昼12時（上の状態の正反対）に，

自分の星占いの星座は見えるか　→　（　見える　・　見えない　）
◎自分の星占いの星座は，誕生日の正午に（　　　　　　　　）がある場所の星座をさす。
◎星座早見盤の円盤を取り出し，星占いの星座に印を付けてみよう。
→星占いの星座は，（　　　　　　　）に沿って並んでいる。


　　　　　↓

毎日12時の太陽の位置を（　　　　　　）上に取っていくとできる道すじ

（　　　　　　）上の太陽の通り道。この線上にある星座は，地球と太陽の延長上に存在する。
☆星占いの星座を（　


）という。
1年の動きは1日の動きをつみかさねると・・・

◎星座早見盤で今日の午後6時から時間を進めてみよう。

前回の復習：星は1日で空を（　　　　　　　）周する。

疑問：ぴったり　1.0　周　か？　→　（　はい　・　いいえ　）


答え：星は1日（24時間）で（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◎それが積み重なって１年で（　　　　　　）周する。これを星の（　　　　　　　　　　　　　　）という。
◎１日で（　　　　）周　＝　　２４時間で１周
＝　２４時間で３６０°回転→
１時間で（　
）°回転

◎１年で（　　　　）周　＝　　１２ヶ月で１周
＝　１２ヶ月で３６０°回転→
１ヶ月で（

）°回転
地球の１年に見える星座の移り変わりを図にまとめよう
◎下の図は、地球の北極点上空から見た図である。
◎下の図の各季節の地球の昼と夜をぬり分け，地球の公転や自転の向きを矢印で書き込もう。
· 春夏秋冬の４つの地球に，真夜中１２：００に日本から見た東西南北を書き込もう。
☆星の入試問題のポイント：宇宙からみた図では日本の東西南北は常にいろいろな方向になる。
· 星座早見盤で、各月の15日の真夜中（午前０時）に南の方向にみえる黄道12星座を下に書き込もう。







　　　　 ↑真夜中







　春３月の地球





　　　↓真昼




　　

　　  太陽


　　夏６月の地球



　　　冬12月の地球







　秋９月の地球


☆１年間を通してみると・・・・
· 地球は１年間かけて，太陽のまわりを回って、星座を「見物」している。→　これを星の（　　　　　　運動　）という。

（他の星座は，プリントの面の上下に存在することになる。）
· １年で（　　　　）周　＝　１２ヶ月で（　　　　）周　＝　１２ヶ月で３６０°回転　＝　１ヶ月で（　　　　　）°回転

· 同じ時間（例えば真夜中）に南に見える星座は，地球が反時計回りに公転するごとに（　東　・　西　）の方角にずれてみえる。
星座は１年間で空を　　　　周するのは、地球が太陽の周りを
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